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桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

|
|
近
世
小
裁
・
中
裁
衣
類
調
査
報
告

(9) 

伝
伊
達
吉
村
所
用
浅
葱
宝
尽
し
模
様
友
禅
産
衣

(
図
版
七

挿
図
%
、
幻
J
ω
)

す
で
に
本
稿

「
中
」
(
美
術
研
究
二
七
二
号
、

一
六
頁
〉
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
産
衣
も
前
出
二
領
の
産
衣
(
例
制
)
と
共
に
仙
台
藩
の
陰
陽
師
で
あ
っ
た
平
野

家
に
伝
来
し
、
仰
向
の
二
領
は
四
代
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
所
用
、
こ
れ
は
五
代
仙
台

藩
主
伊
達
吉
村
所
用
と
い
わ
れ
て
い
る
。

伊
達
吉
村
は
延
宝
八
年
(
広
∞
O

〉
六
月
二
十
八
日
、
伊
達
肥
前
宗
一
房
(
二
代
仙
台
藩

主
伊
達
忠
宗
の
四
男
)
の
第
一
子
と
し
て
黒
川
郡
宮
床
館
に
出
生
、
母
は
片
倉
氏
阿
松

で
、
四
代
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
に
子
が
無
か
っ
た
た
め
元
禄
八
年
(
呂
田
)
十
二
月

世
子
と
な
り
、

同
十
六
年
(
H
吋

C
ω

〉
五
代
仙
台
藩
主
と
な
っ
た
。

残
年
月
日
は
宝
暦

克
年
(
弓
臼
)
十
二
月
二
十
四
日
で
あ
る
。

こ
の
友
禅
染
の
産
衣
も
四
代
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
所
用
の
友
禅
染
産
衣
の
と
同
様

染
め
抜
き
の
五
つ
紋
附
で
、
紋
も
同
様
仙
台
伊
達
家
正
式
の
定
紋
で
あ
る
。
即
ち
、

図
版
七
b
に
見
ら
れ
る
竹
に
雀
の
丸
紋
で
、
二
本
の
竹
を
用
い
て
竹
丸
を
形
成
し
、

下
神

谷

子

楽

竹
丸
の
内
に
飛
雀
を
二
羽
相
対
さ
せ
る
。
竹
の
幹
は
各
幹
四
節
で
、
葉
は
各
幹
に
二

六
葉
(
外
側
に
一
五
葉
、
内
側
に
一
一
葉
)
、
竹
の
葉
に
は
露
が
あ
り
、
露
の
数
は
各
幹

に
八
点
(
外
側
に
六
点
、
内
側
に
二
点
〉
で
あ
る
。

こ
の
凹
凸
の
多
い
複
雑
な
図
様
の
家
紋
が
、
五
つ
紋
の
個
所
に
、

そ
れ
ぞ
れ
友
禅

染
の
白
あ
げ
部
分
と
同
様
に
糊
置
防
染
法
(
こ
の
産
衣
の
場
合
後
述
す
る
よ
う
に
両
面

糊
置
で
白
場
は
あ
げ
て
あ
る
)

で
輪
郭
も
明
瞭
に
白
抜
き
に
さ
れ
、
紋
の
輪
郭
線
や
露

の
墨
入
れ
は
、
友
禅
の
墨
入
れ
と
同
様
に
繊
細
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
産
衣
の
紋
は
、

四
代
綱
村
所
用
の
友
禅
染
産
衣
川
と
同
一
の

図
様
で
、
紋
所
を
表
出
す
る
技
法
も
片
面
糊
置
と
両
面
糊
置
の
差
は
あ
れ
、
殆
ど
同

様
の
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
(
美
術
研
究
二
七
二
号
一
六
頁
挿
図
お
照
合
)
。

じ

も

ん

註

詑

か

た

ひ

っ

た

註

お

表
は
地
文
が
紗
綾
形
に
蘭
菊
の
倫
子
地
で
、
宝
尽
し
の
模
様
が
型
匹
田
も
併
用
し

た
友
禅
染
で
あ
ら
わ
し
て
あ
り
、
附
紐
も
表
裂
と
共
の
友
禅
で
、
裏
は
紅
平
絹
の
通

し
一
果
、
薄
綿
入
れ
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
産
衣
に
見
ら
れ
る
友
禅
染
の
模
様
は
、

註
担

一
般
に
い
わ
れ
る
絵
羽
と
異
り
、
縫

目
を
渡
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
模
様
は
何
処
に
も
見
当
ら
な
い
が
、
模
様
は
、
上
前
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b.下前 a.上前

(
挿
図
M
a
)
、
下
前

(
挿
図
M

b
〉
、
背
面

(
図
版
七

a
)
、
袖
、

附
紐
等
適
宜
置
か
れ

れ
る
。

構
成
で
あ
り
、
下
絵
附
は
絵
羽
同
様
に
仮
仕
立
て
を
行
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ

て
い
る
絵
羽
の
配
置

こ
の
宝
尽
し
の
模
様
は
、
丁
字
、
隠
笠
、
隠
蓑
、
鍵
、
七
宝
、
宝
珠
、
金
豪
、
打

註
お

出
の
小
槌
で
、
図
様
は
こ
れ
ら
宝
尽
し
の
持
つ
意
味
が
説
明
的
に
表
現
さ
れ
て
い

註
お

る
。
即
ち
わ
が
国
の
宝
尽
し
模
様
は
中
国
か
ら
舶
載
さ
れ
た
名
物
裂
系
織
物
(
挿
図
お

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

下

ぬ
い

に
そ
の
源
を
発
し
て
い
る
た
め
、
染
や
繍
の
宝
尽
し

模
様
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
通
常
、
織
文
様
の
宝
尽

し
同
様
に
個
々
の
宝
物
の
大
き
さ
が
小
さ
く
、

且
つ

間
隔
が
狭
く
、
等
間
隔
的
で
あ
る
の
で
、
個
々
の
宝

物
は
目
立
た
な
い
(
例
l
挿
図
初
、
挿
図

m
l美
術
研

ヲピ

二
七
二
号
二
ニ
頁
|
)
が
こ
の
産
衣
の
宝
尽
し
模

様
は
、
個
々
の
宝
物
が
比
較
的
大
き
く
、
不
均
等
に

C. 背面部分

散
ら
し
て
あ
る
の
で

一
つ
一
つ
が
強
調
さ
れ
、

そ

れ
ぞ
れ
の
持
つ
意
味
が
見
る
側
に
伝
わ

っ
て
く
る
。

産
衣
に
似
つ
か
わ
し
い
宝
尽
し
模
様
の
吉
祥
的
意

恥
義
が
、

こ
の
よ
う
に
効
果
的
に
表
出
で
き
た
の
は
友

間
禅
染
の
手
法
に
拠

っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
は
、
当
時
の

一災一挿
素
朴
な
が
ら
或
程
度
は
自
由
に
線
や
色
が
染
め
出
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
友
禅
染
技
術
を
使
っ
て
、
従
来
の
織
文
様
的
な
宝
尽
し
の
構

成
を
、
配
置
、
形
、
大
き
さ
、
色
、

と
も
に
自
由
な
絵
画
的
模
様
構
成
に
変
え
た
成

功
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
種
の
説
明
的
内
容
を
持
つ
絵
模
様
は
、
や
が
て
江
戸
中
・
後
期
の
友
禅
染
完

成
期
・
全
盛
期
を
迎
え
て
、
自
由
な
形
と
色
の
絵
模
様
が
精
巧
さ
を
極
め
た
友
禅
染

技
術
を
駆
使
し
て
意
図
す
る
ま
ま
に
染
め
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
細
部
に

至
る
ま
で
写
実
的
に
説
明
的
に
描
写
さ
れ
、

註
訂

的
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
極
度
に
説
明

つ
ま
り
、

こ
う
い
っ
た
江
戸
中
・
後
期
に
お
け
る
友

禅
模
様
の
傾
向
が
、
江
戸
前
期
後
半
に
当
る
延
宝
八
年
の
こ
の
伊
達
吉
村
所
用
友
禅

209 

産
衣
に
そ
の
先
駆
的
様
相
を
見
せ
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

一
五



美

術

i¥ 

'" アヨ「

。

研

究

宝尽し文様名物裂

a.本能寺鍛子 明

挿図35

刺繍江戸後期

宮城 ・片倉信光氏蔵

宝尽し文様腰巻部分挿図36

さ
て
、

こ
の
産
衣
の
友
禅
染
技
術
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
先
ず
こ
の
浅
葱
色
の
地

つ
け
ぞ
め
自
却

染
は
藍
の
浸
染
で
中
め
る
と
い
う
こ
と
か
ら
。
裾
の
破
損
部
分
か
ら
表
裂
の
裏
面
が
観

察
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
疑
い
の
余
地
は
全
く
な
い
浸
染
で
あ
る
。
模
様
部
分
を
糸

目
顎
伏
せ
鞠
裂
の
表
裏
両
面
に
糊
置
防
関
た
後
、
浸
染
し
、

こ
う
し
て
模
様

一
六

そ
の
白
あ
げ
部
分
に
紅
と
藍
の

部
分
を
白
あ
げ
に
し
、

す
り
ぴ
っ
た
自
位

摺
匹
回
、
墨
の
細
い
線
描
、
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墨
の
ぼ
か
し
で
模
様
が
描
か

明

れ
て
い
る
。
糸
目
は
、
伝
伊
達
綱
村
所
用
網
干
に
貝
模
様

b. 樺地に宝尽し文様金欄

友
禅
産
衣
の
の
糸
目
も
そ
う
で
あ

っ
た
が
比
較
的
太
く
、

註

円

ω

註

M
H

糸
目
の
状
態
か
ら
推
測
し
て
、
筒
糊
で
は
な
く
揚
子
糊
の

ょ
う
で
あ
る
。
友
禅
染
の
技
術
は
の
の
産
衣
同
様
、
総
体

に
素
朴
で
あ
る
口

ま
た
宝
尽
し
の
模
様
は
、
図
版
七

a
、
挿
図
M
a
、
b
、

註
必

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
半
模
様
風
な
配
置
に
な
っ
て
お
り
、

江
戸
中
期
に
近
い
時
代
の
意
匠
構
成
を
感
じ
さ
せ
る
。

こ
の
産
衣
も
仕
立
て
は
「
う
ぶ
」
で
あ
り
、

そ
の
形
態
は
伝
伊
達
綱
村
所
用
産
衣

(
例
制
)
よ
り
一
二
年
時
代
の
下
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

江
戸
中
期
の
産
衣
に
、

よ

り
近
い
形
と
見
受
け
ら
れ
る
。

以
上
考
察
を
進
め
て
き
た
よ
う
に
、

こ
の
産
衣
も
伝
伊
達
綱
村
所
用
産
衣
(
別
、

附
)
同
様
、

仙
台
・
伊
達
藩
の
陰
陽
師
平
野
家
に
伝
わ
っ
て
来
た
確
実
性
の
あ
る
伝

来
で
、
紋
所
も
仙
台
伊
達
家
の
正
式
の
家
紋
で
あ
り
、
産
衣
の
形
態
、
模
様
、
友
禅

染
技
術
か
ら
判
断
す
る
と
、
形
態
は
江
戸
中
期
に
近
く
、
模
様
及
び
友
禅
染
技
術
は

江
戸
中
期
的
様
相
は
多
分
に
備
え
乍
ら
未
だ
そ
れ
に
は
到
達
し
な
い
素
朴
さ
が
あ

る
、
と
い
っ
た
江
戸
前
期
後
半
に
ふ
さ
わ
し
い
諸
点
が
認
め
ら
れ
、
江
戸
中
期
の
元

禄
ま
で
後
僅
か
八
年
と
い

っ
た
伊
達
吉
村
出
生
の
延
宝
八
年
当
時
の
も
の
で
あ
ろ
う

こ
と
は
充
分
裏
附
け
ら
れ
る
。
以
上
の
諸
点
か
ら
こ
の
産
衣
は
伝
来
通
り
五
代
仙
台

藩
主
伊
達
吉
村
所
用
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。



(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

下
前
(
挿
図
M

b
〉
裾
の
損
傷
と
後
身
頃
左
裾
近
く
の
し
み
以
外
は
損
傷
も
槌
色
も
汚
れ

も
殆
ど
な
い
保
存
状
態
の
よ
い
産
衣
で
あ
る
。

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
美
術
研
究
二
六
七
号
、
二
、
三
頁
)
の

ω並
び
に
挿
図
幻
、
袖
は
紐

通
し
の
穴
に
し
て
は
袖
の
脇
の
部
分
の
あ
き
が
長
大
で
、
仕
立
て
の
上
か
ら
も
振
附
小
袖
で

あ
る
が
、
振
の
下
端
が
前
身
の
方
は
左
右
と
も
一
・
二
セ
ン
チ
ず
つ
、
後
身
の
方
は
左
右
と

も
一
・
五
セ
ン
チ
ず
つ
身
頃
脇
に
し
っ
か
と
く
け
つ
け
て
あ
る
の
で
例
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺

色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
と
共
に

(ω
伝
徳
川
綱
誠
所
用
臼
綾
産
衣
も
仕
立
て
の
上
で
は
振
附

小
袖
)
全
体
の
形
状
の
上
か
ら
見
て
振
附
小
袖
と
は
せ
ず
単
な
る
小
袖
と
し
て
一
覧
表
に
示

ま
た
十
三
領
中
こ
の
産
衣
と
例
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
の

し
た
。

二
領
だ
け
に
肩
あ
げ
が
あ
る
。
総
重
量
二
一

0
グ
ラ
ム
の
薄
綿
入
れ
で
、
手
ざ
わ
り
の
柔
ら

か
な
羽
二
重
ょ
う
の
紅
平
絹
通
し
一
畏
が
つ
い
て
い
る
。
襟
裏
、
紐
裏
も
同
じ
裏
裂
が
用
い
て

あ
る
。こ

の
産
衣
の
年
代
に
な
る
と
仕
立
て
方
も
相
当
に
整
っ
て
来
て
い
る
よ
う
で
、
左
右
相
称

の
個
所
は
殆
ど
の
個
所
が
同
寸
法
、
縫
い
方
も
針
目
が
こ
ま
か
く
整
っ
て
い
て
、

丁
寧
且
つ

ト
ル
帳
面
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。

一
つ
身
仕
立
て
で
後
身
頃
は
一
幅
の
裂
で
あ
る
か
ら
背
縫
は
な
く
図
版
七

a
、
挿
図

ω
で

S
撚
藍
染
絹
糸
二
本
ど
り
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
守
縫
は
二
た

目
落
と
し
を
裏
面
か
ら
見
た
裏
針
目
の
守
縫
で
、
今
日
で
い
う
男
児
用
産
衣
の
守
縫
で
あ

見
ら
れ
る
よ
う
な
守
縫
が
、

る
。
裏
側
に
は
守
縫
は
な
い
。

襟
は
背
縫
の
延
長
線
の
位
置
で
内
側
に
二
つ
折
り
に
し
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
一
四
セ
ン
チ
間

に
折
り
込
み
分
を
笹
の
葉
形
に
消
し
て
あ
り
(
挿
図
お
参
照
)
、

内
側
に
折
り
込
ま
れ
た
分
は

約
一
セ
ン
チ
の
針
目
で
、

S
撚
藍
染
絹
糸
一
本
ど
り
で
と
じ
つ
け
て
あ
る
。
こ
の
襟
首
囲
り

が
二
つ
折
り
に
し
て
と
じ
つ
け
て
あ
る
の
は
伝
伊
達
綱
村
所
用
産
衣
(
例
制
〉
二
領
と
殆
ど

同
じ
方
法
で
あ
る
ー
(
美
術
研
究
二
七
二
号
、
二

O
、
二
二
頁
の
挿
図
却
、
犯
参
照
)
。

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

下

袖
口
、
裾
、
振
、
身
八

つ
口
に
は
抱
が
あ
り
、
袖

口
被
は

0
・
五
セ
ン
チ
前

後
、
裾
植
は
一
・
五
セ
ン

チ
前
後
で
棲
先
は
剣
先
風

に
仕
立
て
て
あ
り
、
振
と

身
八
つ
口
の
権
は

O

J
0
・
二
セ

ン
チ
で
あ

る
。
襟
は
一
畏
裂
が
多
少
控

え
た
寸
法
に
仕
立
て
て
あ

る

袖
口
綿
は
裏
袖
の
袖
口

の
砲
に
ふ
く
ま
せ
て
あ

り
、
約
一
・
七
セ
ン
チ
内

側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
約

一
・
五
J
二
・
三
セ
ン
チ

間
隔
に

S
撚
紅
絹
糸
で
施

と
じ
が
し
て
あ
る
。
脇
あ

き
や
聞
に
は
中
入
綿
の
と

じ
は
見
ら
れ
ず
、

ま
た
組

通
し
の
脇
あ
き
、
袖
口
等

に
は
補
強
の
た
め
の
留
は

.、、。

中
ん
、

v袖
の
丸
み
の
作
り
方
は

外
側
か
ら
の
触
感
に
よ
る

観
察
で
あ
る
が
、
室
町
・

紐長さ
上前 144cm 
下両iJ 143.5cm 

守 縫 挿 図 39

襟首回り見取凶

挿図38
同

背面守縫突出IJ図

挿図39
|司

結
ぴ
玉七

実測図伝伊達吉付所用浅葱宝尽し模慌友禅産衣(9)挿図37
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美

術

究

^ 。
号

研

桃
山
・
江
戸
初
頭
の
頃
の
袖
の
丸
み
の
作
り
方
と
同
様
、
袖
口
下
か
ら
袖
下
へ
か
け
て
の
袖

の
丸
み
の
縫
目
が
一
本
だ
け
で
、
袖
の
丸
み
を
整
え
る
糸
入
れ
は
な
く
、
縫
代
の
角
は
糸
で

ぎ
り
ぎ
り
巻
き
に
縛
っ
て
あ
る
(
美
術
研
究
一
一
一
一
八
号
、
二
六
頁
、
挿
図
日
参
昭
り
。
こ
の
産
衣
の

袖
下
の
縫
代
は
左
右
と
も
今
日
の
仕
立
て
と
同
様
に
前
側
に
入
っ
て
い
る
。

組
通
し
穴
は
挿
図
幻
の
実
測
図
に
示
し
た
よ
う
に
左
右
と
も
に
両
袖
の
振
が
下
方
の
一
・

一一
J
一
・
五
セ
ン
チ
聞
を
身
頃
脇
に
前
後
と
も
く
け
つ
け
て
あ
り
、
袖
の
振
と
身
頃
の
身
八

つ
口
、
が
紐
通
し
穴
を
兼
ね
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

ω伝
徳
川
綱
誠
所
用
白
綾
産
衣
、

的
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
と
そ
の
大
き
さ
は
異
る
が
形
は
同
様
で

あ
る
。附

組
は
上
前
下
前
と
も
に
、
挿
図
幻
の
よ
う
に

S
撚
藍
染
絹
糸
二
本
ど
り
で
襟
に
縫
い
つ

け
で
あ
る
。
挿
図
幻
の
実
測
図
に
示
し
た
位
置
に
肩
あ
げ
が
あ
る
。

仕
立
て
は
総
体
に
丁
寧
で
整
っ
て
お
り
、
針
目
は
、
表
裂
と
表
裂
の
縫
合
わ
せ
の
平
縫
が

0
・
三

1
0
・
四
セ
ン
チ
、
裏
裂
と
裏
裂
、
表
裂
と
裏
裂
の
縫
合
わ
せ
の
平
縫
が

0
・二

J

0
・
三
セ
ン
チ
、
く
け
目
が

0
・
五

J
0
・
七
セ
ン
チ
で
あ
る
。

縫
糸
は
、
表
裂
と
表
裂
の
縫
合
わ
せ
、
背
面
の
守
縫
や
紐
附
の
飾
縫
、
襟
の
と
じ
っ
け
に

は
S
撚
藍
染
絹
糸
、
一
畏
裂
と
裏
裂
の
縫
合
わ
せ
、
表
裂
と
一
畏
裂
の
縫
合
わ
せ
に
は

S
撚
紅
染

絹
糸
が
用
い
て
あ
る
(
袖
の
振
の
下
端
が
身
頃
脇
に
く
け
つ
け
て
あ
る
個
所
の
糸
は
、
右
側
|
|
衣

服
自
体
の
|
|
は
前
後
と
も
S
撚
紅
染
絹
糸
、
左
側
は
前
後
と
も
S
撚
藍
染
絹
糸
が
用
い
て
あ
る
〉
。

表

裂

紗
綾
形
に
蘭
菊
模
様
が
地
紋
の
倫
子
地
で
、
友
禅
染
で
宝
尽
し
模
様
が
半
模
様
風
な
構
成

に
散
ら
し
て
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
紋
と
模
様
の
部
分
を
両
面
糊
置
で
防
染
し
て
藍
に
浸

染
し
ハ
比
較
的
濃
い
藍
に
三
度
ぐ
ら
い
浸
け
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
)
、

こ
う
し
て
白
あ
げ
に
し
た

紋
と
模
様
部
分
に
線
描
、
ぼ
か
し
、
摺
匹
田
を
加
え
て
い
る
。

も

ん

た

け

註

必

く

わ

ま

“

ぱ

註

U

こ
の
表
裂
の
倫
子
は
文
丈
二
二
セ
ン
チ
前
後
、
案
間
幅
六
・
二
セ
ン
チ
前
後
、

紗
綾
型
の

基
本
部
分
の
長
さ
三
セ
ン
チ
前
後
。
密
度
は

一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
一
三

O
本
前
後
、

緯
糸
は
三
四
越
前
後
で
あ
る
。

l¥ 

(裏

裂
、』ノ
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後
染
の
紅
平
絹
で
、
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
よ
く
精
練
し
て
あ
り
、
手
ざ
わ
り
が
柔
い
。
経

糸
は
細
く
、
緯
糸
の
約
半
分
の
太
さ
で
あ
る
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
五

O
本
前

後
、
緯
糸
は
四
二
越
前
後
で
あ
る
。

(
紋
所
の
紋
様
、
大
き
さ
、
位
置
)

仙
台
伊
達
家
の
正
式
の
家
紋
で
、
竹
に
雀
の
丸
紋
(
図
版
七
b
)
。
二
本
の
竹
を
用
い
た
竹

丸
で
、
竹
丸
の
内
に
飛
雀
を
二
羽
相
対
さ
せ
、
竹
の
幹
は
各
幹
四
節
、
葉
は
各
幹
に
二
六
葉

ー
ー
外
側
に
一
五
葉
、
内
側
に

一
葉
|
|
、
竹
の
葉
の
露
は
各
幹
に
八
点
i
外
側
に
六
点
、

内
側
に
二
点
ー
で
あ
る
。
こ
の
産
衣
の
丸
紋
の
大
き
さ
は
外
径
は
竹
の
幹
の
外
側
で
二
・
四

セ
ン
チ
(
外
側
の
葉
ま
で
で
は
三
・
三
セ
ン
チ
)
、

内
径
は
竹
の
幹
の
内
側
で
二
・
一
セ
ン
チ
、

位
置
は
挿
図
幻
の
実
測
図
照
合
。

(1同

刈
田
嶺
神
社
所
蔵
白
平
絹
産
衣

イ
(
図
版
八

a
、
挿
図
4
1仏
〉

)
 

句
E
A

噌

E
ム(
 
刈
田
嶺
神
社
所
蔵
白
平
絹
産
衣

ロ
(
挿
図
6
1
U〉

任司

刈
田
嶺
神
社
所
蔵
白
木
綿
産
衣

イ
(
図
版
八
b
、
挿
図
錦
、

m
U
〉

(1司

刈
田
嶺
神
社
所
蔵
白
木
綿
産
衣

ロ
(
挿
図
印
、
日
)

右
の
四
領
は
宮
城
県
刈
田
郡
蔵
王
町
宮
の
刈
田
嶺
神
社
に
伝
来
し
て
い
る
産
衣

で、

こ
れ
ら
は
五
代
仙
台
藩
主
伊
達
吉
村
の
生
母
で
あ
る
片
倉
氏
阿
松
、
貞
樹
院
常

照
が
享
保
十
年
十
二
月
と
享
保
十
三
年
十
一
月
の
二
回
、

そ
れ
ぞ
れ
二
領
ず
つ
刈
田

嶺
神
社
(
別
名
を
刈
田
白
鳥
児
神
社
と
も
い
う
)

に
奉
納
し
た
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
奉
納
時
の
箱
が
二
個
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
蓋
に
「
産
衣

二
領

享
保
十

歳
脳
月
吉
日

奉
刈
田
白
鳥
児
神
社

貞
樹
院
常
照
」

「
産
衣

二
領

享
保
十

歳
十
一
月
吉
日

奉
刈
田
白
鳥
児
神
社

貞
樹
院
常
照
」
(
挿
図

ω)
と
あ
る
が
、
伝

え
ら
れ
て
い
る
産
衣
四
領
の
中
、
何
れ
の
二
領
が
享
保
十
年
で
、
何
れ
の
二
領
が
享



保
十
三
年
で
あ
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。

奉
納
者
の
貞
樹
院
常
照
は
、
片
倉
家
三
代
小
十
郎
景
長
の

女
於
松
で
、

万
治
元
年
(
広
印
∞
)
五
月
一
日
白
石
城
に
生
ま
れ

て
い
る
。
母
は
片
倉
景
長
の
室
で
古
内
主
膳
重
広
の
一
女
、
後

村、

貞
享
三
年
(

H

∞∞凸)

の
鑑
照
院
で
あ
る
。
田
手
氏
伊
達
肥
前
宗
房
に
嫁
し
て
長
子
吉

一
月
十
三
日
宗

次
子
村
輿
を
生
む
。

一
房
四
十
一
才
に
て
残
す
、
時
に
於
松
二
十
九
才
、
以
後
貞
樹
院

と
称
す
。
残
年
は
享
保
十
七
年
(
口
ω
N
)

、
享
年
七
十
五
才
、
法

名
は
貞
樹
院
殿
心
台
常
照
大
隔
で
あ
る
。

さ
て
、
奉
納
さ
れ
た
産
衣
は
、
伊
達
家
乃
至
は
片
倉
家
の
若

君
や
姫
の
誕
生
と
関
連
あ
る
も
の
か
ど
う
か
調
べ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
産
衣
の

奉
納
さ
れ
た
享
保
十
年
、
享
保
十
三
年
に
該
当
す
る
生
誕
者
は
な
刊
が
で
、

ニ
と
は
推
測
さ
れ
る
。

貞
樹
院
に
関
係
の
あ
る
実
在
人
物
の
生
誕
と
は
関
係
の
な
い
奉
納
品
で
あ
る

刈田嶺神社産衣奉納時箱葦

宮城県 刈間制神社

そ
し
て
〔
安
永
六
年
風
土
記
御

用
書
出
〕

の
中

「
片
倉
小
十
郎

村領
分冶分
l__ 50風

の土
中記

気質
田書
嶺 出
神 ノ
社内
の宮

由
来
や
概
要
、

刈
田
嶺
神
社
と

片
倉
家
の
関
係
、
更
に
片
倉
家

に
お
け
る
刈
田
嶺
神
社
へ
の
産
衣
奉

挿図40

納
、
刈
田
嶺
神
社
所
在
地
宮
村
の
名

称
、
宮
村
の
旧
跡
、
白
鳥
伝
説
と
の
関

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

下

連
な
ど
が
-
記
載
さ
れ
、
現

に
今
日
に
至
る
ま
で
刈
田

嶺
神
社
(
別
名
白
鳥
明
神
)

イM刈田嶺神社白平絹産衣

(前)

金箔絵の大きさ

タテ 9cm. ヨコ 12.3cm

紐は欠

挿図41背面金箔絵同右挿図42

同

背
面
{
寸
縫
実
測
凶

九

実視IJll<l I司ヒ挿図43

わな
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美

術

研

/¥ 

。

究

と
そ
の
地
一
帯
に
伝
わ
る
白
鳥
伝
説
の
関
連
が
生
き
て
い
諒

等
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、

こ
れ
ら
四
領
の
産
衣
は
、
刈
田
嶺

神
社
、
即
ち
奉
納
時
の
箱
の
蓋
に
書
か
れ
て
い
る
刈
田
白
鳥
児

神
社
に
、
誕
生
後
間
も
な
く
白
鳥
と
化
し
て
都
に
飛
び
立
っ
た

日
本
武
尊
の
御
子
若
宮
の
た
め
に
奉
納
し
た
産
衣
と
解
さ
れ

る。
白
平
絹
産
衣
イ
側
、
同
ロ
凶
の
二
領
は
五
つ
の
紋
の
位
置
に

あ
る
松
竹
鶴
亀
の
金
箔
絵
が
イ
酬
の
方
が
よ
く
残
っ
て
お
り
、

ロ
附
は
剥
落
が
著
し
い
と
い
う
差
異
が
最
も
顕
著
で
、
次
に
破

損
や
し
み
の
点
で
は
イ
闘
の
方
が
多
く
、

ロ
凶
は
比
較
的
少

い
、
と
い
っ
た
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
以
外
、
殆
ど
差
異
が
な
い

と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
金
箔
絵
に
剥
落
が
な
く
破
損
や
し
み

な
ど
の
生
じ
な
か
っ
た
当
初
は
恐
ら
く
一
見
し
て
識
別
す
る
こ

と
は
困
難
な
産
衣
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
一
領
と
も
羽
二
重
の

よ
う
な
よ
く
練
っ
た
白
平
絹
製
で
、
一
長
も
共
裂
、

絹

綿

入

れ

で
、
ま
た
紐
通
し
穴
が
不
必
要
な
左
袖
附
の
前
側
に
は
な
い
。

白
木
綿
産
衣
イ
側
、
白
木
綿
産
衣
ロ
闘
の
二
領
は
背
面
の
守

縫
が
異
る
の
で
識
別
で
き
る
。

イ
闘
は
赤
の
絹
糸
二
本
ど
り
で

放
射
線
風
な
三
条
の
変
っ
た
守
縫
(
挿
図
紛
b
)
、

ロ
闘
は
蔚
黄
、
黄
、
赤
の
絹
糸

本
を
合
わ
せ
た
三
本
ど
り
で
挿
図

m
c
の
よ
う
な
守
縫
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
領
と

も
目
の
粗
い
白
木
綿
製
で
、
裏
も
共
裂
、
木
綿
わ
た
入
れ
で
、
ま
た
振
袖
で
あ
る
。

こ
れ
ら
四
領
の
産
衣
は
、
仕
立
て
は
多
少
粗
い
点
が
あ
る
が
、

し
か
し
「
う
ぶ
」

で
あ
り
、
形
態
上
、
仕
立
て
上
、
江
戸
前
期
の
も
の
よ
り
江
戸
後
期
に
近
い
諸
点
が

あ
る
の
で
、
伝
来
通
り
江
戸
中

期
の
享
保
十
年
、
享
保
十
三
年

の
二
度
に
わ
た
っ
て
貞
樹
院
常

照
が
奉
納
し
た
産
衣
四
領
と
看

倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二

O

ロ (l~

b.背面

挿
図
引

伊j

背
面
守
縫
実
測
凶

六

、

寸

川

11
1
5凹
7
1+
l
i
li
--g
お

;

l

l

1

1

1
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実測図向上挿図46



白
平
絹
産
衣
ニ
領

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

六
七
号
一

O
頁
、
挿
図
6
照
合
)
と
同
様
で
あ
る
。

白
平
絹
産
衣
イ
川
、
同
ロ
叫
の
金
箔
絵
、
破
損
、
し
み
の
状
態
そ
の
他
の
概
要
は
先
に
述

総
重
量
は
、

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
美
術
研
究
一一
六
七
号
、

二
、
三
頁
)
の
同

ω、
並
び
に
挿
図
川
町

、
必
、

イ
同
は
一
九
四
グ
ラ
ム
、

ロ
仰
は
一
七
三
グ
ラ
ム
の
薄
綿
入
れ
で
裏
は
表
と
共

裂
で
あ
る
。

後
身
頃
と
上
前
の
妊
は
表
が
裾
で
か
か
に
な
っ
て
裏
に
引
き
返
え
し
に
な
っ
て

ベ
た
通
り
で
、
紐
通
し
の
穴
が
不
必
要
な
左
袖
附
の
前
側
に
な
い
の
は
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠

産
衣

ω(美
術
研
究
二
六
七
号
八
頁
挿
図
2
照
合
)
、
伝
毛
利
秀
就
段
織
綾
産
衣

ω(美
術
研
究
二

続
い
て
お
り
、

挿
図
特

同
上

実
測
図

イ同刈田嶺神社白木綿産衣

a.前面

挿図48
b.背面守縫部分写真

ト一一- 30-一一寸

(ι;ア-l~ ←「

桃
山

・
江
戸
前

・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

下

上
前
の
前
身
頃
、

下
前
の
前
身
頃
と
妊
は
裾
は
縫
目
に
な
っ
て
い
る
(
挿
図

伯
、
羽
)
。
袖
口
の
植
は
二
領
と
も

0
・
七
セ
ン
チ
、
襟
は
裏
が
控
え
て
あ
り
、

イ
同
は
約

0
・
七
セ
ン
チ
幅
の
裕
、

ロ
叫
は

0
・
二
セ
ン
チ
前
後
の
細
い
砲

に
な

っ
て
い
る
。

一
つ
身
仕
立
て
で
あ
る
か
ら
背
縫
は
な
く
、
挿
図
M
H

、
U
で
見
ら
れ
る
よ

う
な
守
縫
が
二
領
と
も

S
撚
白
絹
糸
二
本
ど
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。
二
た
目

落
と
し
を
裏
面
か
ら
見
た
裏
針
目
の
守
縫
、
即
ち
今
日
で
い
う
男
児
用
産
衣

の
守
縫
で
あ
る
。

袖
口
に
は
イ
同
に
は
裏
側
二

・
五
セ

ン
チ
入

っ
た
と
こ
ろ
に

S
撚
白
絹
糸

で一

・
五
J
二
セ
ン
チ
間
隔
に
中
入
綿
の
と
じ
が
あ
り
、

ロ

ωに
は
裏
側

-
五
セ
ン
チ
入

っ
た
と
こ
ろ
に

S
撚
白
絹
糸
で
二

・
五
J
三
セ
ン
チ
間
隔
に

中
入
綿
の
と
じ
が
あ
る
。

袖
の
丸
み
の
作
り
方
は
、
二
領
と
も
、

等
間
隔
に
十
本
ほ
ど
放
射
線
状
の

袋
が
と

っ
て
整
え
ら
れ
て
い
る
様
子
が
表
裂
に
出
て
い
る
凹
凸
の
状
態
で
知

ら
れ
る
。
そ
の
縫
代
は
二
領
と
も
、
今
日
の
仕
立
て
と
同
様
前
側
に
入

っ
て

い
る
。

ま
た
、
二
領
と
も
に
附
紐
の
あ
っ
た
跡
が
あ
り
、
イ
同
は
上
前
、
下
前
と

も
剣
先
か
ら
二
五
セ
ン
チ
下

っ
た
位
置
よ
り
襟
先
に
向
っ
て
七

・
五
セ
ン
チ

幅
の
紐
附
あ
と
が
、

ロ
川
は
上
前
、
下
前
と
も
剣
先
か
ら
二
五
セ

ン
チ
下

つ

た
位
置
よ
り
襟
先
に
向
っ
て
七

・
八
セ

ン
チ
幅
の
組
附
あ
と
が
あ
り
、
何
れ

に
も

S
撚
白
絹
の
縫
糸
が
附
昔
一
泊
し
て
い
る
。

仕
立
て
は
比
較
的
丁
寧
で
整
っ
て
お
り
、
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針
目
は
、
イ
同
は
縫
目
が

O



美

f，fif 

研

， 
乙1i:

l¥ 

。
仁3

rJ 

挿
図
引

!司
」二

実
測
凶

※--一ーは下前

a.前面

ロ同挿図50 刈田嶺神社白木綿産衣

b.背面

ー
国
.
SIl
l
十
1
0
7
上

C. 背面守縫部分写真

一
セ
ン
チ
前
後
、

く
け
目
が

O

五
セ
ン
チ
前
後
、

ロ
仰
は
縫

目
が

0
・
二

J
0
・
三
セ
ン

チ
、
く
け
目
が

0
・
四

J
0
・

五
セ
ン
チ
と
イ
同
に
く
ら
べ
幾

分
こ
ま
か
い
。
縫
糸
は
二
領
と
も
Z
撚
白
絹
糸
で
あ
る
。
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(
表
裂
、
裏
裂
)

白
平
絹
産
衣
イ
川
、
同
ロ
M
W
と
も
に
羽
二
重
の
よ
う
な
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
よ

く
精
練
し
て
あ
る
柔
い
、
織
目
の
よ
く
つ
ん
だ
裂
で
、
表
一
畏
共
裂
が
用
い
て
あ

り
、
イ
同
の
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
四
八
本
前
後
、
緯
糸
が
五
四
越
前

後

ロ
叫
の
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
は
四
八
j
五

O
本
、
緯
糸
は
五

O
耕一

前
後
で
あ
る
。

白
木
綿
産
衣
ニ
領

紐長き
上前 58.5cm
下前 57cm

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
〉

白
木
綿
産
衣
イ
倒
、
同
ロ
同
の
二
領
は
背
面
の
守
縫
が
明
ら
か
に
異
る
の
で
識

別
で
き
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
守
縫
が
放
射
線
風
な
三
条
の
イ
同
に
は
紐
飾

わな

ロ

一
引
制
の
よ
う
に
こ
の
木
綿
の
二
領
も
よ
く
似
て
い
る
。

一

形

状

、
法
量
は
一
覧
表
(
美
術
研
究
二
六
七
号
、
二
、
三
頁
)
の
同
同
、
並
び
に
挿

ト

図

ω
、
日
。
総
重
量
イ

ωは
二
七

0
グ
ラ
ム
、
ロ
同
は
二
八
五
グ
ラ
ム
の
木
綿
わ
た

が
比
較
的
厚
く
入
っ
て
い
る
産
衣
で
、
裏
は
表
と
共
裂
で
あ
る
。
二
領
と
も
後
身
頃

は
表
が
わ
な
に
な
っ
て
裏
に
引
き
返
え
し
に
な
っ
て
続
い
て
い
る
が
、
前
身
頃
は

二
領
と
も
裾
が
わ
な
に
な
っ
て
い
る
個
所
は
な
く
、
縫
い
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
。

縫
の
な
い
二
重
の
く
け
紐
の
附
紐
が
つ
い
て
お
り
、

ロ
同
に
は
赤
絹
糸
の
紐
飾
縫

が
つ
い
た
一
重
の
附
組
が
つ
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
白
平
絹
産
衣
イ
川
、

二
領
と
も
前
身
頃
の
裾
と
襟
の
植
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
出
来
て
か
ら

年
数
を
経
て
い
る
た
め
か
不
揃
い
で
植
幅
は
さ
だ
か
で
な
い
。
袖
口
と
振
の
砲
は
、

イ
同
が

袖
口
栴

0
・
四
セ
ン
チ
前
後
、
振
袖

0
・
五
セ
ン
チ
前
後
、

ロ
仰
が
袖
口
被

0
・
七
セ
ン
チ

前
後
、
振
梅

0
・
五
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る
。

一
つ
身
仕
立
て
で
あ
る
か
ら
背
縫
は
な
く
、
挿
図
必

b
、
印

c
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
守
縫

が
あ
る
。
即
ち
イ
同
に
は

S
撚
赤
絹
糸
二
本
ど
り
で
放
射
線
風
な
三
条
の
特
殊
な
守
縫
、

ロ



同
に
は
蔚
黄
、

赤
三
本
(
何
れ
も
S
撚
の
絹
糸
)
の
糸
を
引
揃
え
た
三
本
ど
り
の
守
縫

黄

(
こ
れ
は
二
た
目
落
と
し
の
守
縫
で
今
日
で
い
う
女
児
用
産
衣
の
守
縫
で
あ
る
)
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二
領
と
も
袖
口
や
棺
な
ど
に
中
入
綿
の
と
じ
は
見
ら
れ
な
い
。

袖
の
丸
み
の
作
り
方
は
、
白
平
絹
産
衣
の
二
領
と
同
様
に
、
こ
の
二
領
も
等
間
隔
に
約
十

本
ほ
ど
放
射
線
状
の
壌
が
と
っ
て
形
が
整
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
表
裂
の
上
か
ら
の
感
触
で

推
察
し
た
。
そ
の
縫
代
は
二
領
と
も
、
今
日
の
仕
立
て
と
同
様
前
側
に
入
っ
て
い
る
。

襟
は
イ
闘
は
裏
襟
つ
き
で
、

ロ
同
は
一
枚
の
裂
を
裏
に
返
え
し
て
(
挿
図
必
a
、
印
a
照
合
)

仕
立
て
て
あ
る
。

附
紐
は
イ
同
の
産
衣
は
上
前
下
前
と
も
五
セ
ン
チ
幅
、
長
さ
六

0
セ
ン
チ
の
上
下
に
縫
目

の
あ
る
二
重
の
紐
で

く
け
つ
け
て
あ
る
だ
け
で
紐
飾
縫
は
な
く
、

ロ
同
の
産
衣
は
九
セ
ン

チ
幅
、

上
前
五
八

・
五
セ
ン
チ
、
下
前
五
七
セ
ン
チ
の
長
さ
の
一
重
の
附
紐
で
、
こ
の
附
紐

は
上
側
が
裁
ち
目
、
下
側
が
耳
で
、
徳
川
二
代
将
軍
秀
忠
産
衣

ωや
伝
毛
利
秀
就
所
用
紅
紬

産
衣
川
向
の
附
紐
と
同
様
、
単
に
裂
を
竪
に
引
き
さ
い
た
だ
け
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
こ

の
一
重
の
紐
の
先
端
は

0
・
七
セ
ン
チ
幅
に
三
つ
折
り
に
し
、
麻
の
縫
糸
で
平
縫
で
押
さ
え

て
あ
り
、
襟
に
は
く
け
つ
け
た
後
、
挿
図
印

、
日
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
簡
単
な
紐
飾
縫
が

S

撚
の
赤
い
絹
糸
二
本
ど
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。

仕
立
て
は
二
領
と
も
丁
寧
と
は
言
い
難
く
、
二
領
と
も
縫
糸
は
晒
さ
な
い
麻
(
苧
麻
で
あ
ろ

う
)
の
撚
の
殆
ど
な
い
糸
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
二
領
と
も
針
目
は
縫
目
が

0
・
八

セ
ン
チ
J
一
セ
ン
チ
、

く
け
目
は
一
二
一
セ
ン
チ
J
一
・
五
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。

〈
表
裂
、
一
畏
裂
、
紐
裂
)

白
木
綿
イ
同
、
同
ロ
同
と
も
に
表
裏
紐
共
裂
で
、
こ
の
二
領
の
木
綿
は
同
質
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
経
糸
、
緯
糸
と
に

S
撚
で
、
平
織
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
問
に
、
経
糸
は
二
二
本

前
後
、
緯
糸
は
一
五
J
一
六
越
で
あ
る
。

追
加
山

伝
徳
川
綱
誠
所
用
細
格
子
産
衣
(
図
版
九

a
、
b
、
挿
図
位
、
t
M
ω
)

追
加
仰

伝
徳
川
綱
誠
所
用
白
平
絹
産
衣
(
挿
図
日
j
日
)

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

下

mw、
例
の
産
衣
と
同
一
人
物
の
尾
張
徳
川
家
三
代
綱
誠
所
用
産
衣
二
領
が
新
た
に

徳
川
美
術
館
に
於
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
時
期
が
本
稿
「
中
」
を
発
表
し
て
間
も
な
く

で
あ
っ
た
た
め
、

そ
れ
ら
の
調
査
を
早
速
に
依
頼
、

に
追
加
仰
向
の
形

こ
の

「
下
」

を
と
っ
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

追
加
仰
は
「
さ
い
か
う
し
色
直
服

泰
心
院
様
御
誕
生
御
式
正
呉
服
の
内
」
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、

尾
張
・
徳
川
家
の
台
帳
に
は
、

「
当
家
一
一
テ
色
直
シ

服
ト
ハ
生
児
誕
生
後
三
一
、

一
一
日
目
ニ
於
テ
其
式
ア
リ
夫
迄
ハ
一
切
白
ノ
服
ヲ
用
ヒ

色
直
ノ
式
後
色
物
ヲ
用
ユ
ル
例
ナ
リ
」
と
記
入
が
あ
る
。

追
加
仰
は
「
白
む
く

泰
心
院
様
御
誕
生
御
式
正
呉
服
の
内
」
と
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

追
加
仰
向
の
産
衣
二
領
は
、
仕
立
て
も
「
う
ぶ
」
で
、
徳
川
綱
誠
所
用
と
伝
え
ら

れ
る
何
例
二
領
の
産
衣
と
形
態
上
、
仕
立
て
上
、
共
通
点
が
多
い
の
で
、
向
山
門
同
様

に
伝
来
通
り
徳
川
綱
誠
所
用
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

追
加
川

伝
徳
川
綱
誠
所
用
細
格
子
産
衣

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

さ

い

こ

う

し

か

い

き

白
と
茶
の
細
格
子
(
こ
ま
か
い
格
子
)
模
様
の
甲
斐
絹
で
、
紅
平
絹
の
通
し
裏
、
肩
あ
げ
が

あ
り
、
薄
綿
入
で
総
重
量
は
一
九

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
襟
の
重
な
り
部
分
の
上
前
、
下
前
に

茶
色
の
し
み
が
あ
る
以
外
は
殆
ど
汚
れ
も
損
傷
も
な
く
保
存
が
よ
い
。
形
状
、
法
量
は
追
加

一
覧
表
の
追
加

ω並
び
に
挿
図
日
。
附
紐
も
共
裂
で
、
紐
一
畏
は
裏
裂
と
共
の
紅
平
絹
、
襟
一
畏

も
同
様
の
紅
平
絹
で
あ
る
。

川
問
、
例
の
産
衣
で
観
察
さ
れ
た
と
同
様
、
仕
立
て
方
は
、
室
町
・
桃
山
期
衣
類
に
共
通
し

て
認
め
ら
れ
た
仕
立
て
方
上
で
の
鷹
揚
さ
は
殆
ど
な
く
な
っ
て
お
り
、
左
右
相
称
の
個
所
は

且
つ
整
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

大
部
分
が
左
右
同
寸
法
、
縫
い
方
は
丁
寧
、
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一
つ
身
仕
立
て
で
、
後
身
頃
は
一
幅
の
裂
で
あ
る
か
ら
背
縫
は
な
く
、
図
版
九
b
、
挿
図
日
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追加(1)

b 
a 

で
見
ら
れ
る
よ
う
な
守
縫
が

S
撚
白
絹
糸
二
本
ど
り
で
行

わ
れ
て
い
る
。
二
た
目
落
と

し
を
裏
面
か
ら
見
た
裏
針
目

の
守
縫
で
、
今
日
で
い
う
男

児
用
産
衣
の
守
縫
で
あ
る
。

ωの
白
綾
産
衣
に
は
裏
裂
に

も
背
と
J

掘
に
糸
じ
る
し
風
な

守
縫
ょ
う
の
も
の
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
産
衣
に
は
同
の
薄

浅
知
忽
小
紋
産
衣
と
同
様
に
一畏

裂
に
は
全
く
な
い
。

襟
は
襟
首
閉
り
を
背
縫
の

延
長
線
の
位
置
か
ら
左
右
に

各
十
二
セ
ン
チ
聞
を
二
・
八

セ
ン
チ
幅
内
側
に
折
り
込
み

S
撚
白
絹
糸
で
0
・
五

J
O

-
七
セ

ン
チ
の
針
目
で
と
じ

つ
け
て
あ
る
(
挿
図
M
Y

袖
口
、
裾
、
振
、
身
八
つ

口
に
は
植
が
あ
り
、
袖
口
被

は
0
・
六
セ
ン
チ
前
後
、
J

信

植
は

0
・
七
セ
ン
チ
前
後
で

棲
先
は
剣
先
風
に
仕
立
て
て

あ
り
、
振
と
身
八
つ
口
の
褐

は
0
・二

J
0
・
三
セ
ン
チ

二
四

で
あ
る
。
襟
と
紐
は
表
裂
と
裏
裂
が
突
き
合
わ
せ
に
縫
い
合
わ
せ
て
あ
る
が
、
襟
の
方
は
一
畏
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裂
が

0
・一

J
0
・
二
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
多
少
控
え
て
く
け
つ
け
て
あ
る
よ
う
で
、
襟
先
は
弓

形
に
剣
先
風
に
な
っ
て
い
る
。

袖
口
、
組
通
し
の
脇
あ
き
、
裾
、
何
れ
に
も
中
入
綿
の
と
じ
は
な
く
、
ま
た
紐
通
し
の
脇

あ
き
、
袖
口
等
に
は
補
強
の
た
め
の
留
は
な
い
。

袖
の
丸
み
の
作
り
方
は
外
側
か
ら
の
触
感
に
よ
る
観
察
で
あ
る
が
、
室
町
・
桃
山
・
江
戸

初
頭
の
頃
の
袖
の
丸
み
の
作
り
方
と
同
様
、
袖
口
下
か
ら
袖
下
へ
か
け
て
の
袖
の
丸
み
の
縫

目
が

一
本
だ
け
で
、
袖
の
丸
み
を
整
え
る
糸
入
れ
は
な
く
、
縫
代
の
角
は
糸
で
ぎ
り
ぎ
り
巻

き
に
縛

つ
で
あ
る
(
業
術
研
究
二
三
八
号
、
一

一六
頁
、
挿
凶
日
参
照
)
。
袖
下
の
縫
代
は
左
右
と
も

今
日
の
仕
立
て
と
同
様
に
前
側
に
入
っ
て
い
る
。

紐
通
し
穴
は
挿
図
誌
の
実
測
図
に
示
し
た
よ
う
に
左
右
と
も
に
両
袖
の
振
が
下
方
の
約
三

セ
ン
チ
聞
を
身
頃
の
身
八
つ

u
に
前
後
と
も
く
け
つ
け
て
あ
り
、
袖
の
振
と
身
頃
の
身
八
つ

口
が
紐
通
し
穴
を
兼
ね
た
形
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は

ω伝
徳
川
綱
誠
所
用
白
綾
産
衣
、
追

加

ω伝
徳
川
綱
誠
所
用
白
平
絹
産
衣
、
別
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産

衣、

ω伝
伊
達
吉
村
所
用
浅
葱
宝
尽
し
模
様
友
禅
産
衣
と
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
異
る
が
形
は

同
様
で
あ
る
。

附
紐
は
上
前
下
前
と
も
に
、
挿
図
臼
の
よ
う
に

S
撚
白
絹
糸
二
本
ど
り
で
裏
側
(
襟
の
裏
)

に
大
針
目
が
山
山
て
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
挿
図
臼
の
実
測
図
に
示
し
た
位
置
に
肩
あ
げ
が
あ
る
。

仕
立
て
は
総
体
に
丁
寧
で
整
っ
て
お
り
、
針
目
は
縫
目
が

0
・
二
J
0
・
三
セ
ン
チ
、

く

け
目
が

0
・
六
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る。

縫
糸
は
、
表
裂
と
表
裂
の
縫
合
わ
せ
、
背
面
の
守
縫
、
紐
附
、
襟
の
と
じ
つ
け
、
肩
あ
げ

に
は

S
撚
白
絹
糸
、
裏
裂
と
裏
裂
の
縫
合
わ
せ
、
表
裂
と
裏
裂
の
縫
合
わ
せ
に
は

S
撚
紅
絹

糸
が
用
い
て
あ
る
。

(表

裂
)

先
染
、

こ
ま
か
い
格
子
縞
の
甲
斐
絹
で

経
糸
は
細
く
(
緯
糸
の
1
一3
ぐ
ら
い
の
太
さ
)

本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
白
茶
一

O
本、

赤
茶
一
二
本
で
一
か
え
り
(
白
茶
の
縞
幅
は
二
・
四



リ
、
赤
茶
の
縞
幅
は
二
・
六
ミ
リ
、
従
っ
て
竪
一
か
え
り
の
縞
幅
は

0
・
五
セ
ン
チ
)
、

伯
仲
糸
は
太

く
、
白
一

O
越
、
黄
土
色
一
二
越
で
一
か
え
り
(
白
の
縞
幅
は
約
二
・
五
ミ
リ
、
黄
土
色
の
縞
幅

は
約
三
・
五
ミ
リ
、

従
っ
て
横
一
か
え
り
の
縞
幅
は

0
・
六
セ
ン
チ
)
、
将
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、

経
糸
は
四
四
本
前
後
、
緯
糸
は
三
六
越
前
後
。

甲
斐
絹
で
あ
る
か
ら
経
糸
も
緯
糸
も
多
少
練
っ
て
あ
る
だ
け
で
練
が
少
く
、

ま
た
糸
は
平

糸
に
近
く
殆
ど
撚
が
な
い
。
従
っ
て
裂
は
表
面
に
光
沢
が
あ
り
、
肌
ざ
わ
り
も
パ
リ
ッ
と
張

り
が
あ
る
。

(裏

裂

後
染
の
紅
平
絹
で
、
身
頃
や
袖
の
裏
、
襟
裏
、
組
一
畏
は
共
裂
で
あ
る
ω

羽
二
重
ょ
う
の
よ

く
練
つ
で
あ
る
柔
い
裂
で
、
経
糸
は
細
く
緯
糸
の

1
一2
ぐ
ら
い
の
太
さ
。
密
度
は
一
セ
ン
チ

聞
に
経
糸
は
四
六
本
前
後
、
緯
糸
は
四
八
越
前
後
で
あ
る
。

追
加
∞

伝
徳
川
綱
誠
所
用
自
平
絹
産
衣

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

白
地
の
黄
ば
み
以
外
は
殆
ど
汚
れ
も
損
傷
も
な
い
保
存
状
態
の
よ
い
産
衣
で
、
表
裏
附
紐

共
裂
の
白
平
絹
で
薄
綿
入
、
総
重
量
は
一
一
五
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
形
状
、
法
量
は
追
加
一
覧

表
の
追
加

ω並
び
に
挿
図
幻
。

ω、
刷
、
追
加

ωの
徳
川
綱
誠
所
用
産
衣
三
領
と
同
様
、
仕

立
て
方
は
、
室
町
・
桃
山
期
衣
類
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
た
仕
立

て
方
上
で
の
鷹
揚
さ
は
殆
ど
な
く
な
っ
て
お
り
、
左
右
相
称
の
個

所
は
大
部
分
が
左
右
同
寸
法
、
縫
い
方
は
丁
寧
、

且
つ
整

っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

一
つ
身
仕
立
て
で
、
後
身
頃
は
一
幅
の
裂
で
あ
る
か
ら
背
縫
は

な
く
、
挿
図
臼
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
守
縫
が

S
撚
白
絹
糸
二
本
ど

り
で
行
わ
れ
て
い
る
。
二
た
目
落
と
し
を
裏
面
か
ら
見
た
裏
針
目

の
守
縫
で
、
今
日
で
い
う
男
児
用
産
衣
の
守
縫
で
あ
る
。
背
面
の

一裏
、
襟
附
中
央
部
分
に
挿
図
臼
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
糸
じ
る
し
風

な
守
縫
ょ
う
の
も
の
が
見
ら
れ
る

(
伺
伝
徳
川
綱
誠
所
用
白
綾
産
衣

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

下

挿
図
目
、
刀
参
照
l
、

に
も
裏
裂
に
背
と
裾
に
糸
じ
る
し
風
な
守
縫
ょ
う
の
も
の
が
あ
り

l
美
術
研
究
二
七
二
号
、

別
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
の
裏
裂
に
も
背
に
糸
じ
る

二
頁
、

し
風
な
守
縫
ょ
う
の
も
の
が
あ
る
||
美
術
研
究
二
七
二
号
、
二
O
頁
、
挿
図
却
参
照
|
〉
。

袖
の
丸
み
の
作
り
方
は
外

袖
口
、
裾
等
に
は
中
入
綿
の
と
じ
は
な
く
、

側
か
ら
の
触
感
に
よ
る
観
察

後
身
頃
(
裏
)
中
央

ま
た
補
強
の
向
田
も
何
処
に
も
な
い
。
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美

術

研

究

l¥ 

。
号

で
あ
る
が
、
室
町
・
桃
山
・
江
戸
初
頭
の
頃
の
袖
の
丸
み
の
作
り
方
と
同

様
、
袖
口
下
か
ら
袖
下
へ
か
け
て
の
袖
の
丸
み
の
縫
目
が
一
本
だ
け
で
、
袖

の
丸
み
を
整
え
る
糸
入
れ
は
な
く
、
縫
代
の
角
は
糸
で
ぎ
り
ぎ
り
巻
き
に
縛

っ
て
あ
る
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
六
頁
、
挿
図
日
参
照
)
。
袖
下
の
縫
代
は

左
右
と
も
今
日
の
仕
立
て
と
同
様
に
前
側
に
入
っ
て
い
る
。

紐
通
し
穴
は
挿
図
貯
の
実
測
図
に
示
し
た
よ
う
に
左
右
と
も
に
両
袖
の
振

が
下
方
の
二
・
五
セ
ン
チ
聞
を
身
頃
の
身
八
つ
口
に
前
後
と
も
く
け
つ
け
て

あ
り
、
袖
の
振
と
身
頃
の
身
八
つ
口
が
組
通
し
穴
を
兼
ね
た
形
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は

ω伝
徳
川
綱
誠
所
用
白
綾
産
衣
、
追
加

ω伝
徳
川
綱
誠
所
用
細

格
子
産
衣
、
的
伝
伊
達
綱
村
所
用
樺
色
網
干
に
貝
模
様
友
禅
産
衣
、
仙
川
伝
伊

達
吉
村
所
用
浅
葱
宝
尽
し
模
様
友
禅
産
衣
と
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
異
る
が
形

は
同
様
で
あ
る
。

附
紐
は
上
前
下
前
と
も
に
、
挿
図
幻
の
よ
う
に
わ
な
が
上
方
、

く
け
目
が

下
方
に

S
撚
白
絹
糸
二
本
ど
り
で
追
加

ωの
細
格
子
産
衣
と
同
様
、

裏
側

(
襟
の
裏
)
に
大
針
目
が
出
て
縫
い
つ
け
て
あ
る
。

仕
立
て
は
総
体
に
丁
寧
で
整
っ
て
お
り
、
針
目
は
縫
目
が

0
・
二
セ
ン
チ

前
後
、

く
け
目
が

0
・
三

J
0
・
四
セ
ン
チ
で
あ
る
。
縫
糸
は

S
撚
白
絹
糸

で
あ
る
。(

表
裂
、
裏
裂
、
紐
裂
)

表
、
裏
、
組
は
同
一
の
地
質
の
白
平
絹
で
、
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
よ
く
練

っ
て
あ
り
羽
二
重
ょ
う
の
柔
ら
か
い
裂
で
あ
る
。
経
糸
が
多
少
は
細
い
が
、
経
糸
、
綿
糸
の

太
さ
は
殆
ど
変
ら
ず
、
よ
く
織
目
が
つ
ま

っ
て
い
る
。
密
度
は
一
セ
ン
チ
聞
に
、
経
糸
が
四

八
本
前
後
、
緯
糸
が
四
八
越
前
後
で
あ
る
。

四

す

び

む

追加(2)伝徳川綱誠所用自平絹産衣
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る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
十
五
領
の
産
衣
は
、
所
用
者
生
誕
の
年
月
、
或
は
奉
納

年
月
の
明
ら
か
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
所
用
者
の
わ
か
っ
て
い
る
成
人
用
衣

註
臼

服
の
場
合
に
考
え
る
製
作
年
の
幅
が
な
く
、
年
代
の
明
ら
か
な
点
で
は
至
っ
て
貴
重

な
資
料
で
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
様
式
を
知
り
変
遷
の
跡
を
辿
っ
た
こ
と
は
有
難
い
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
こ
こ
で
、
衣
産
十
五
領
の
詳
述
を
了
え
、
十
五
領
を
概
観
し
て
み
る
と
、

そ
れ

は
本
稿
「
上
」

(
美
術
研
究
二
六
七
号
)
で
述
べ
た
「

産
衣
十
三
領
の
概
要
」

(
美
術
研
究
二
六
七
号

一一頁
J
六
頁
)
に
追
加
二
領
の
調
査
事
項
を
挿
入
し
た
も
の
と

な
る
。

即
ち
こ
れ
ら
十
五
領
の
調
査
か
ら
得
た
桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
武
家
に
お
け
る

産
衣
の
様
式
、
形
態
の
変
遷
は
次
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
る
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
十
五
領
の
産
衣
は
何
れ
も
伝
来
が
よ
く
、

か
っ
「
う
ぶ
」

で
、
そ
の
「
う
ぶ
」
な
形
態
、
仕
立
て
か
ら
考
察
を
す
す
め
る
と
、
伝
来
に
も
と
づ

く
所
用
者
生
誕
当
時
の
大
裁
(
成
人
用
)
小
袖
、
大
裁
雌
子
に
見
ら
れ
る
特
徴
(
美
術

研
究
二
二
八
号
|
伝
上
杉
謙
信
所
用
小
袖
十
二
領
l

一
七
頁
J
一
九
頁
、

美
術
研
究
二
三
三

号
l
伝
上
杉
謙
信
所
用
惟
子
四
領
|
二
頁

i
三
頁
照
合
)
が
、
こ
れ
ら
産
衣
に
は
小
形
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
く
備
わ

っ
て
お
り

(
美
術
研
究
二
六
七
号
l
本
稿
上
|
二
、

表
及
び
追
加
表
、
各
産
衣
「
形
状
、

仕
立
て
方
」
照
合
)
、

そ
の
形
態
、

仕
立
て

法
量
、

の
立
場
か
ら
は
、

ほ
ぼ
伝
来
の
時
代
的
裏
附
け
は
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
十
五
領
の
形
状
、
法
量
〈
美
術
研
究
二
六
七
号
、
二
、
三
頁
表
、
並
び
に
本
号
二

四
頁
追
加
表
照
合
〉
並
び
に
仕
立
て
方
を
概
観
す
る
と
、

時
代
の
上
る
も
の
、

即
ち

こ
の
中
で
は
徳
川
秀
忠
と
毛
利
秀
就
の
産
衣
の
計
四
領
川
向
仰
向
は
、
室
町
末
、
桃

山

江
戸
初
頭
の
大
裁
初
期
小
袖
の
最
も
目
立
つ
特
徴
で
あ
る
狭
い
袖
幅
(

a

)

と

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

ード

広
い
身
幅
(
後
身
幅
は
b
、
前
身
幅
は
h
)
、

短
い
立
棲

(
e
、
襟
下
〉
、

狭
い
襟
肩
ア

キ
(

C

)

が
小
形
で
あ
る
た
め
に
大
裁
の
初
期
小
袖
よ
り
は
誇
張
さ
れ
て
い
て
著
し

い
特
徴
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
特
徴
は
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
袖

幅
が
広
く
な
り
身
幅
が
狭
く
な

っ
て
、
江
戸
中
期
に
近
い
江
戸
前
期
後
半
の
伊
達
吉

村
産
衣
聞
や
江
戸
中
期
の
刈
田
嶺
神
社
産
衣
川

M
M闘
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
江
戸
後

期
以
降
の
産
衣
と
ほ
と
ん
ど
変
ら
な
い
形
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
大
裁
の
小

袖
、
雌
子
、
胴
服
の
場
合
、
室
町
、
桃
山
、
江
戸
初
頭
、
江
戸
前
期
と
変
化
を
続
け
、

江
戸
中
期
に
な
る
と
一
応
形
が
整
っ
て
決
ま
る
よ
う
で
、

そ
の
形
が
江
戸
後
期
、
幕

末
、
明
治
と
形
態
の
上
で
は
殆
ど
変
化
が
な
い
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
と
同
様
な
現
象

が
こ
の
武
家
の
産
衣
に
も
見
ら
れ
る
。

た
だ
小
裁
の
場
合
は
大
裁
の
小
袖
、
雌
子
と
異

っ
て
、
江
戸
中
期
、
後
期
、

そ
し

て
明
治
に
な
っ
て
も
立
棲

(
e
、
襟
下
〉
が
大
裁
の
も
の
の
比
率
ほ
ど
に
は

長

く
な

ら
ず
、
初
期
の
頃
と
大
差
な
く
短
い
。

ま
た
一
つ
身
に
は
背
縫
が
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

毛
利
秀
就
産
衣
仰
向
刊
に
は

領
と
も
に
背
縫
が
あ
り
、
従

っ
て
こ
れ
ら
三
領
に
は
、
通
常
一
つ
身
の
背
中
上
方
に

背
縫
の
糸
じ
る
し
の
よ
う
に
施
さ
れ
る
「
守
縫
」
が
な
い
。
十
五
領
中
、
他
の
十
二

頁

領
に
は
何
れ
に
も
守
縫
が
あ
り
、

M
M
闘
の
刈
田
嶺
神
社
木
綿
産
衣
二
領
に
は
特
殊
な

守
縫
と
今
日
行
わ
れ
て
い
る
女
児
用
の
守
縫
で
あ
る
こ
た
目
落
と
し
の
守
縫
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
他
の
十
領
に
は
何
れ
も
今
日
男
児
用
に
行
わ
れ
る

二
た
目
落
と
し

の

裏
針
目
の
守
縫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
刈
田
嶺
神
社
奉
納
の
産
衣
四
領
は
と
も
か
く
、

他
の
十
一
領
は
す
べ
て
男
児
用
産
衣
で
あ
る
か
ら
、
今
日
男
児
用
に
行
わ
れ
て
い
る

二
た
目
落
と
し
裏
針
目
の
守
縫
は
少
く
と
も
徳
川
秀
忠
の
出
生
し
た
天
正
七
年
に
は

既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
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そ
の
後
も
武
家
男
児
の
産
衣
に
は
大
方
の
場
合
は
こ
の
二
た

二
七



美

術

/¥ 

'" ?ヲ

。

研

究

目
落
と
し
裏
針
目
の
守
縫
が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

附
紐
は
下
着
に
な
る
伊
達
綱
村
産
衣
聞
が
背
に
縫
い
つ
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
は
、

今
日
の
小
裁
、
中
裁
の
着
物
同
様
、
上
前
下
前
に
そ
れ
ぞ
れ
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
紐

附
の
飾
縫
は
江
戸
の
中
期
頃
ま
で
は
殆
ど
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、

刈
田
嶺
神
社
木
綿
産
衣
闘
に
簡
単
な
附
紐
飾
縫
ら
し
い
の
が
あ
る
以
外
は
何
れ
に
も

見
ら
れ
な
い
。

そ
の
附
紐
を
通
す
穴
は
、
後
世
は
袖
の
振
や
身
頃
脇
の
身
八
つ
口
を
紐
通
し
の
穴

に
兼
ね
さ
せ
て
い
る
が
、
初
期
の
二
領
徳
川
秀
忠
産
衣
別
、
毛
利
秀
就
産
衣
仰
に

は
、
袖
附
に
、
上
前
の
紐
が
通
る
右
脇
に
は
袖
附
の
前
後
に
穴
が
あ
け
て
あ
り
、

下

前
の
紐
が
通
る
左
脇
に
は
後
袖
附
に
だ
け
紐
通
し
穴
が
あ
け
て
あ
る
と
い
っ
た
合
理

そ
れ
と
同
様
な
紐
通
し
穴
が
江
戸
中
期
の
刈
田
嶺
神
社
白
平

絹
産
衣
二
領
側
凶
に
も
見
ら
れ
る
。
江
戸
前
期
の
徳
川
綱
誠
産
衣
向
と
追
加
仰
向
の

的
な
工
夫
が
見
ら
れ
、

三
領
、
伊
達
綱
村
所
用
友
禅
産
衣
仰
、
伊
達
吉
村
友
禅
産
衣
仰
の
五
領
は
、
紐
通
し

穴
は
左
脇
の
袖
附
前
に
も
右
脇
の
袖
附
前
と
同
様
に
穴
が
あ
け
て
あ
る
。

一
屑
あ
げ
の
あ
る
の
は
江
戸
前
期
の
徳
川
綱
誠
産
衣
追
加
山
、
伊
達
綱
村
友
禅
産
衣

mw、
伊
達
吉
村
友
禅
産
衣
仰
の
三
領
で
あ
る
。

袖
の
形
は
徳
川
秀
忠
産
衣
仰
が
平
袖
で
あ
る
以
外
は
小
袖
で
、
そ
の
中
で
振
の
つ

い
て
い
る
の
が
毛
利
秀
就
産
衣
向
仙
、
徳
川
綱
誠
産
衣
向
、
刈
田
嶺
神
社
白
木
綿
産

衣
閥
闘
の
五
領
で
あ
る
。
袖
に
関
し
て
江
戸
後
期
の
産
衣
ま
で
通
し
て
見
る
と
、
古

い
時
代
の
は
総
体
に
袖
が
小
さ
く
(
袖
幅
が
狭
く
、
袖
丈
も
短
い
)
、

そ
れ
が
次
第
に
袖

幅
も
袖
丈
も
伸
び
て
、
江
戸
中
期
以
降
は
大
き
い
袖
に
一
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。仕

立
て
の
方
も
大
裁
の
も
の
と
同
様
、
初
期
の
も
の
は
裁
断
も
縫
製
も
鷹
揚
で
、

ニ
八

技
術
的
に
は
粗
い
感
じ
を
受
け
る
も
の
さ
え
あ
る
が
、
江
戸
初
頭
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
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は
次
第
に
丁
寧
に
な
り
、
中
期
近
く
に
な
る
と
後
期
以
降
の
も
の
と
殆
ど
変
ら
な
い

ま
で
に
技
術
が
達
者
で
か
つ
丁
寧
に
な
っ
て
い
る
。

次
に
用
い
ら
れ
て
い
る
裂
地
は
、

麻
が
一
領

(ω)、
絹
が
十
二
領

(ω
ωωωω

木
綿
が
二
領
(
同
同
)
で
、
こ
の
中
間
仰
向
の
裏
裂

は
木
綿
で
あ
る
。
ま
た
中
入
綿
は
mwMM
闘
は
真
綿
で
な
く
木
綿
わ
た
で
あ
る
。

例
制川
間
同
州
追
加

ω、
追
加

ω)、

絹
で
は
仰
の
表
裂
の
段
織
に
な
っ
た
綾
、

m
w
は
節
糸
を
使
っ
た
緋
絹
、
仰
は
紅

紬
、
同
一は
地
紋
が
松
竹
鶴
、
亀
甲
の
吉
祥
文
様
の
白
綾
、
仰
は
薄
浅
葱
小
紋
染
の
平

絹
、
の
が
樺
色
友
禅
染
の
平
絹
、
仰
が
浅
葱
友
禅
染
の
倫
子
、
追
加
仰
が
細
か
い
格

子
の
甲
斐
絹
、
問
削
凶
追
加
問
は
羽
二
重
ょ
う
の
白
平
絹
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
中
川
の
友
禅
染
は
万
治
二
年
の
も
の
で
あ
り
、
友
禅
染
最
古
の
資
料
と
し
て

も
貴
重
で
あ
る
。

十
五
領
中
、

紋
附
は
向
山
刊
の
仰
の
四
領
で
、
向
は
繍
の
五
つ
紋
、
仰
の
聞
は
白
の

染
め
抜
き
に
墨
入
れ
を
し
た
五
つ
紋
で
あ
る
。
こ
の
紋
の
周
囲
に
松
竹
梅
鶴
亀
が
箔

絵
等
で
施
し
て
あ
る
の
は
仰
向
で
、
同
は
銀
箔
絵
、
仰
は
染
抜
き
の
自
に
墨
で
加

筆
、
こ
の
ほ
か
附
凶
の
刈
田
嶺
神
社
白
平
絹
産
衣
は
紋
は
な
い
が
紋
の
位
置
五
ケ
所

に
松
竹
梅
鶴
亀
が
金
箔
絵
で
施
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
五
領
の
調
査
に
よ

っ
て
、
江
戸
後
期
以

降
に
お
け
る
産
衣
の
種
々
な
様
式
が
、
如
何
な
る
経
過
で
生
じ
た
も
の
か
、
江
戸
中

期
頃
ま
で
の
様
相
が
大
方
の
と
こ
ろ
見
当
づ
け
ら
れ
た
。
更
に
こ
の
武
家
系
産
衣
の

ス
タ
イ
ル
が、

公
家
や

一
般
庶
民
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
な
が
ら
江
戸
後
期
・
明

治
・
大
正
・
昭
和
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
江
戸
後
期
以
降
の
産
衣
を
通
し
て
窺
い
知

る
の
で
あ
る
。



な
お
「
産
衣
」
の
用
語
に
関
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
て
、
本
稿
で
は
、

い
わ
い
.
き

産
衣
、
祝
衣
等
、
初
生
児
か
ら
一
、

は
じ
め
に
も
こ
と
わ
っ
た
よ
う
に
、

二
才
ま
で
の
小
児
の
用
い
る
小
袖
、
雌
子
を

括
「
産
衣
」
と
称
す
る
便
法
を
と
っ
た
こ
と
を
再
度
記
し
て
お
く
。

(
一
九
七
二
年
一
月
)

な
お
、
木
稿
の
調
査
に
当
り
、
御
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
御
使
宜
を
お
は
か
り
下
さ
っ

た
毛
利
博
物
館
の
佐
伯
敬
紀
氏
、
徳
川
美
術
館
の
熊
沢
五
六
館
長
外
館
員
諸
氏
、
刈
田
嶺
神

社
宮
司
の
佐
藤
定
保
氏
、
奥
州
白
石
郷
土
工
芸
研
究
所
.
長
の
片
倉
信
光
氏
、
伊
達
綱
村
、
同

吉
村
所
用
産
衣
の
所
蔵
者
平
野
実
氏
の
御
子
息
平
野
清
氏
、
共
立
女
子
大
学
教
授
の
山
辺
知

行
氏
、
東
京
国
立
博
物
館
染
織
室
長
の
今
永
清
士
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

註

桃
山
・
江
戸
期
の
倫
子
地
に
は
紗
綾
形
児
蘭
菊
の
地
紋
が
圧
倒
的
に
多
い
。

ひ
っ
た
し
ぼ

型
紙
を
用
い
て
匹
閏
絞
り
(
総
鹿
の
子
)
の
模
様
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
。
匹
悶
模
様
の
型
紙
を
裂
地

す
り
ひ
っ
た

午
置
き
、
染
料
や
顔
料
を
摺
り
込
む
の
で
「
摺
匹
回
」
と
も
い
わ
れ
る
o

A-
円
〈
U 32 33 

註

μ
(中
、
美
術
研
究
二
七
二
号
、
二
三
頁
)

35 

宝
尽
し
は
日
本
の
文
様
の
中
で
も
特
異
な

一
形
式
で
、
元
米
は
中
国
系
。
宝
尽
し
の
中
に
は
、
不
思

議
な
魔
力
を
持
つ
隠
れ
笠
、
隠
れ
去
、
打
出
の
小
槌
、
宝
珠
の
よ
う
な
も
の
か
ら
、
貴
重
な
も
の
、
即

ち
巻
絹
、
金
輩
、
宝
袋
、
鎚
、
結
綿
、
分
銅
、
丁
字
、
七
宝
な
ど
、
更
に
瑞
祥
の
寿
字
を
加
え
た
も
の

も
あ
り
、
特
に
吉
祥
的
な
意
味
が
強
い
文
様
と
し
て
祝
衣
や
礼
装
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

36 

室
町
時
代
末
よ
り
桃
山
・
江
戸
初
頭
に
か
け
て
、
主
と
し
て
中
国
か
ら
渡
っ
て
会
た
文
化
と
同
時
に

伝
え
ら
れ
た
別
時
代
を
中
心
と
し
た
高
級
な
織
物
。
当
時
わ
が
国
の
有
名
な
茶
人
や
好
事
家
、
高
級
武

家
な
ど
は
、
そ
の
頃
舶
載
さ
れ
た
移
し
い
量
の
染
織
品
の
中
か
ら
自
分
た
ち
の
晴
好
に
適
し
た
も
の
を

選
択
し
て
茶
道
の
名
物
で
あ
る
茶
碗
や
茶
入
れ
の
袋
に
作
っ
た
り
、
掛
物
の
表
具
に
用
い
て
楽
し
ん
だ

が
、

こ
れ
を
後
世
の
人
が
そ
の
愛
好
者
の
名
前
を
つ
け
た
り
文
様
の
名
称
に
従
っ
た
り
し
て
|
|
余
欄

と
か
|
|
鍛
子
と
か
呼
び
名
物
裂
と
称
し
て
珍
重
し
た
。
挿
図
お
は
名
物
裂
中
、
宝
尽
文
様
の
二
例
。

37 

江
戸
前
期
と
ろ
ま
で
は
、
絵
模
織
の
素
材
が
単
一
で
あ
っ
て
も
組
合
わ
せ
で
あ
っ
て
も
、
模
様
の
持

桃
山
・
江
戸
前
・
中
期
の
産
衣
十
三
領
に
つ
い
て

下

つ
意
味
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
季
節
感
や
吉
祥
的
な
内
容
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
二
つ
三
つ
の
素
材
の
組

合
わ
せ
の
場
合
で
も
、
梅
に
鷺
、
竹
に
雀
、
柳
に
燕
、
浪
に
千
鳥
、
流
れ
に
水
禽
、
雲
に
鶴
な
ど
、
動

物
・
植
物
・
天
然
現
象
の
聞
に
見
ら
れ
る
季
節
感
や
自
然
の
状
態
に
即
し
た
組
合
わ
せ

で
あ
っ
た
り
、

ま
た
は
桐
に
鳳
倒
、
牡
丹
花
唐
獅
子
、
流
氷
に
菊
、
獲
に
南
天
と
い
っ
た
伝
説
・
伝
承
・
故
事
に
よ
る

組
合
わ
せ
の
吉
祥
模
様
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
意
味
の
絵
模
様
に
江
戸
の
中
期
と
ろ
か
ら
、
凡
そ
大

別
し
て
次
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
絵
模
様
が
加
わ
り
、
素
材
の
組
合
わ
せ
も
複
雑
化
し
た
。

-
伝
説
・
伝
承
・
故
事
・
諺
な
ど
に
よ
る
絵
模
様
の
種
類
の
増
加

2
年
中
行
事
に
関
連
し
た
絵
模
保

3
物
語
・
詩
歌
な
ど
に
取
材
し
た
も
の

4
歌
枕
や
名
所
の
風
最
を
現
わ
し
た
も
の
(
江
戸
中
期
末
か
ら
後
期
に
か
げ
て
か
な
り
現
わ
れ
る
ο

近
江
八
景
・
須
磨
明
石
・
日
本
三
景
・
淀
・
住
吉
・
宇
治
・
吉
原
・
六
玉
川
な
ど
)

5
俗
信
(
例
え
ば
、
蛤
の
年
を
経
た
も
の
が
海
中
で
気
を
吐
く
と
唇
気
楼
が
あ
ら
わ
れ
る
な
ど
〉

土

き

こ

と

き
〈

6
判
じ
物
的
な
も
の
(
例
え
ば
、
斧
と
琴
柱
と
菊
を
組
合
わ
せ
た
模
傑
は
斧
と
琴
と
菊
で
「
好
き
事

聞
く
」
と
し
ゃ
れ
た
も
の
な
ど
)

等
、
絵
模
様
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
説
明
的
な
ら
描
写
も
写
実
的
で
詳
細
な
と
い
っ
た
説
明
的
な
も
の

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

38 

「
浸
染
」
と
い
う
の
は
染
液
に
つ
げ
て
地
染
を
す
る
染
法
(
註
剖
美
術
研
究
二
七
二
号
、
二
三
一
良
参
照
〉

註

叩

(

39 

註
お
(
上
、
美
術
研
究
二
七
二
分
、
二
三
頁
)

40 

'/ 

'-../ 

41 

浸
染
の
場
合
、
模
隊
部
分
を
臼
く
明
瞭
に
あ
げ
る
た
め
に
は
、
表
一
英
両
面
か
ら
州
場
」
置
い
て
防
染
し

染
液
の
浸
入
を
防
ぐ
。

42 

44 

ケ

'-../ 

45 

必

註

m

U

(

「
半
模
械
」
と
い
う
の
は
二
分
さ
れ
た
上
下
の
下
半
に
模
様
が
つ
け
て
あ
り
、
上
半
に
は
模
慌
が
と

く
少
い
か
、
無
地
か
、
無
地
に
家
紋
か
伊
達
紋
だ
げ
が
あ
る
と
い
っ
た
構
成
。

註
お
(
中
、
美
術
研
究
二
七
二
号
、
二
三
頁
)

註
お
照
合

46 

47 

註
ロ
(
上
、
美
術
研
究
二
六
七
社
、

一
七
頁
)

口

δ

Q

U

A
せ

.

A
守

白
石
・
片
倉
信
光
氏
調
べ
|
|
仙
台
人
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